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表 1

会計別予算額

般会計

国保特別会計

簡水特別会計

学校給食特別会計

車輌等特別会計

住宅新築資金特別会計

11億4,900万円 (9億1,400万円）

1億9,100万円 (1億9,470万円）

1,600万円 (2億4,520万円）

3,560万円( 3,500万円）

890万円 ( 818万円）

47万円 ( 884万円）

( ) =53年度

昭
和
五
四
年
度
の
肱
川
町
の
台
所

を
ま
か
な
う
予
算
は
、
去
る
三
月

一

二
日
に
招
集
さ
れ
た
第

―
二
五
回
肱

川
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
提
案
さ

れ
、
協
議
会
、
常
任
委
員
会
な
ど
で

六
日
間
の
審
議
を
経
て
、
同
一

七
日

に
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
（
表
1
)

私
た
ち
の
く
ら
し
に
直
接
関
係
の

深
い
肱
川
町
の
予
算
が
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
編
成
さ
れ
、
ど
ん
な
仕
事

． 
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
、
そ
の
概

要
を
見
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

予
算
編
成
の基
本
方
針

昨
年
に
引
ぎ
続
い
て
『
町
民
に
密

着
し
た
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
ま
た
均
衝
の
と
れ
た
町
の
進
展

を
は
か
る
』
た
め
、
肱
川
町
振
興
計

画
を
基
本
と
し
た
昭
和
五
四
年
度
の

振
興
計
画
に
碁
づ
い
て
、
当
初
重
点

の
積
極
的
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
ま

し
た
。主
要
な
施
策
と
事

業

費

昭
和
五
四
年
度
の
主
要
な
施
策
と

し
て
次
の
五
項
目
の
柱
を
立
て
、
そ

れ
ぞ
れ
振
興
を
は
か
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

―

町
民
の
生
活
基
盤
を
拡
充
整
備

す
る
。

0
町
道
の
新
設
・
改
良
・
舗
装
‘
交

通
通
信
網
の
整
備
の
た
め
に

（
一
億
五
、
二
三

0
万
円
）

〇
消
防
、
防
犯
、
交
通
安
全
の
た

め
に
（
七

0
0可
i
)

昭
和
五
十
四
年
度
当
初

教

育

農

林

． 

0
地
方
改
善
事
業
の
た
め
に

（
七
、
六
三
七
万
円
）

二

地
域
産
業
振
興
の
た
め
の
経
営

基
盤
を
拡
充
整
備
す
る
。

〇
農
林
道
の
新
設
・
改
良
・
舗
装

の
た
め
に

（四、

一
四

一万
円
）

0
地
域
の
特
性
に
合
せ
て
新
農
構

な
ど
を
進
め
る
た
め
に

（
二
、
五

0
0万
円
）

0
新
し
い
商
工
観
光
の
振
興
の
た

め
に（
一
、
六
七

0
万
円
）

三

教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
。

〇
幼
児
教
育
を
整
備
拡
充
す
る
た

め
に（二
、
四
四
二
万
円
）

0
学
校
教
育
と
教
員
住
宅
の
整
備

の
た
め
に

（
二
、
四
五

0
万
円
）

〇
集
会
所
の
整
備
の
た
め
に

（
一
、
五

0
0万
円

）

0
体
育
振
興
の
た
め
に

（三
三
八
万
円
）

四
大
型
事
業
の
促
進
を
は
か
る

0
過
疎
林
道
推
進
の
た
め

（二

0
万
円
）

0
大
地
橋
架
橋
の
た
め

表4 一般会計歳入歳出費目別割合

（五

0
0万
円
）

〇
企
業
誘
致
の
た
め
に

（五

0
万
円
）

四
広
報
、
広
聴
活
動
を
更
に
充
実

す
る
た
め
に

（
二
五
六
万
円
）

生
活
基
盤
を
重
点
に

積

極

型

予

算
5 3年度一般会計予算

その
0.3% 

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
一

―
億

四
、
九

0
0万
円
で
昨
年
当
初
予
算

額
に
比
べ
て
、
二
億
三
、
五

0
0万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業

が
は
じ
ま
る
こ
と
や
、
幼
稚
園
舎
の

新
築
‘
教
員
住
宅
の
新
築
な
ど
の
ほ

か
、
町
が
独
自
に
進
め
る
農
林
業
振

興
事
業
費
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

（表
2
)

主
な
事
業
内
容
と
事
業
費
は
（
表

3
)

の
と
お
り
で
す
。

費

％

％

会

5

堆

2

7
 
2
 

外側

内側

54年度

53年度

般
会
計

一
億
三
、
五

0
0
万
円

の

増

加



(3)広毅ひじかわ 54. 4. 18 

表 2

主な町単独事業 (54)

小規模基盤整備 2 0 0 

しいたけ原木対策 3 0 0 

土づく り対策 1 0 0 

主要連絡道新設 2 0 0 

生コン現物給付 7 0 0 

ブルドーザー事業補助 5 0 0 

敷 砂 利 補 助 3 0 0 

道路整備員賃金 5 0 0 

グレーダ ー 運行費 5 0 0 

新規産業開発費 5 0 

緊急対策事業費 7 0 

きゅうり 補償 費 7 0 

計 3, 4 9 0 

表3

の

節

約

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
及
び
学

校
給
食
特
別
会
計
、
車
輌
特
別
会
計

は
、
ほ
ぼ
昨
年
度
並
み
で
特
別
の
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
は
、
昨
年
度
二
億
円
以
上
の

大
事
業
が
あ
っ
た
た
め
大
巾
な
減
と

な
り
ま
し
た
。

又
住
宅
新
築
資
金
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
、
個
人
か
ら
の

償
還
金
の
扱
い
が
あ
る
だ
け
で
す
の

で
小
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

事
務
的
経
費

近
年
、
国
も
地
方
公
共
団
体
も
一

様
に
財
政
状
態
は
、
き
び
し
く
な
っ

て
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
役

場
や
学
校
で
使
用
す
る
事
務
的
経
費

は
、
最
低
限
に
と
ど
め
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

円万．．
 位単 五

つ
の
特
別
会
計

主な事業と予算

（単位．・万円）

部 門 主な事業 予算額 部 門 し 主な事業 予算額

総 務 広報広聴 119 農林水産 I結婚相談 18 
緊急対策 70 産業振典対策 765 
防犯 44 地域農政特別対策 2,908 

交通安全 207 新農構事業 15,692 

町民運動 86 土地改良事業補助 4,470 I 
放送施設 421 農道新設 5,562 
集会所 1,472 林業振興 639 

民 生 重要心身障害者医療 114 水産振興 12 

老人検診 262 商工観光 商工振興 181 

ホームヘルパー 185 観光施設 1,429 

老人医療 2,238 土 木 道路維持 1,008 

国民年金 190 道路新設 200 
地方改善事業 5,562 道路改良 3,300 
児童手当 1,444 道路舗装 9,230 
母子福祉 53 簡易舗装 700 
創作館運営 154 教 コ円 教員住宅 2,250 

高額療養費 30 幼稚園舎 2,443 

衛 生 歯科診療 232 夜間照明 190 

0オ児医療 56 プール給水 200 

薬剤費 78 消 防 消防施設 519 

検診委託料 133 常勤消防費 2,371 

環境衛生剤 142 繰出金 車輌会計 420 

母子栄養 26 国保会計 200 

簡水会計 498 

給食会計 1,463 

I

I

I

I

I

I

I

 

ー
一
集
音
マ
イ
ク
ー

:o
高
額
所
得
者
四
四
名
が
納
税
相
談

ー
に
来
庁
。
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

ー
出
さ
れ
、
新
年
度
は
一
層
の
増
収
入
を

一
得
た
い
意
欲
充
分
で
あ
る
。

-

（
％
¥
％
納
税
相
談
）

-
0

肱
川
中
学
校
卒
業
生
七
七
名
の
若

一
人
は
九

一
％
が
進
学
、

九
％
が
就
職、

ー
肱
川
町
の
担
い
手
と
し
て
帰
郷
さ
れ
る

一
ょ
う
願
う
。

-

（

％

肱

中

卒

業

式

）

-
0

五
つ
の
小
学
校
の
卒
業
生
は
五
三

ー
名
、
大
望
の
中
学
校
へ
進
学
す
る
、
少

一
年
式
も
近
い
、
す
こ
や
か
に
成
長
さ
れ

―
る
よ
う
両
親
と
共
に
祈
る。

-

（％
各
小
学
校
卒
業
式）

:o
五
四
年
度
予
算
等
審
議
、
一
五
人

ー
の
議
員
の
町
理
事
者
は
町
民
の
た
め
の

「
地
方
債
」

------------------------------------------
と自 はおて財貸か負 借
さ治ま原り発源出ら担地入
れ大 た則 ‘行な金‘を 方金

叩
て臣‘といすどの建及債でな国町
いま地しわる‘財設ぼはすどの村地
また方てゆ場一源事す‘°か資-‘方
すは債禁る合定‘業地後 ら金が債
°知のじ赤にの公費方年 借運歳は
事発ら字限事営の団度 り用 出‘
の行れ地り業企財体の 入部の 地
許にて方認の業源の財 れ‘財方
可つい債め財の‘資政 る市源団
がいまのら源経出金運 長中と体
必てす発れと費資で営 期銀し ＾
要は゜行てしの金すに の行て市

政
策
実
施
を
討
議
す
る
。
—

町
議
員
の
任
期
満
了
、
有
終
の
美
を
飾

一

っ
て
新
し
い
年
を
迎
え
る
。

—

（％
1
％
町
議
会
定
例
会
）

一

0

機
構
改
革
に
よ
り
人
事
異
動
を
内
一

示
、
五
四
年
度
よ
り
心
を
新
た
に
し
て

一

新
施
策
と
取
り
組
む
。

―

（
％
人
事
異
動
内
示
）

―

0

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
始
ま
る
、
一

喜
多
郡
は
立
候
補
者
岡
田
己
宣
氏
一
人
―

の
届
出
だ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な

っ
た
。

一

（
％
県
議
会
議
員
立
候
補
メ
切
）

一

0

中
央
簡
易
水
道
施
設
の
完
成
検
査

一

が
終
る
。
こ
れ
で
水
不
足
で
あ
っ
た
地
一

区
町
民
は
大
喜
こ
び
で
あ
る
。

一

（
％
水
道
検
査
完
了
）
一

〇

老
人
の
相
互
交
流
、
老
人
の
生
活
、一

技
術
開
発
、
共
同
で
い
き
が
い
を
見
い
ー

出
す
老
人
創
作
館
が
完
成
。

―

(
％
創
作
館
落
成
式
）
一↓

 

地
方
債
の
増
加
は
、
地
方
団
体
の
財
―

政
運
営
上
決
し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
―

あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
地
方
財
政
の
一

悪
化
に
伴
い
、
そ
の
発
行
額
は
年
々
増
一

加
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
三
年
度
の
地
方
財
政
計
画
上
一

は
、
四
兆
円
（
歳
入
の
―
二
％
）
の
発
ー

行
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
方
税
、
国
一

庫
支
出
金
、
地
方
交
付
税
に
次
ぐ
主
要
―

な
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

—

肱
川
町
で
は
、
今
年
度
高
令
者
創
作
―

館
・
集
会
所
・
栗
集
荷
所
建
設
事
業
、
—

消
防
施
設
整
備
事
業
、
道
路
の
新
設
・
一

改
良
・
舗
装
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
等
｝

の
財
源
に
地
方
債
を
あ
て
て
い
ま
す
。
一

ま
た
、
和
昭
五
二
年
度
の
地
方
債
発
一

行
は
、
一
億
四
千
八
百
四

0
万
円
で
、
一

歳
入
全
体
の
一
五
・
六
％
を
占
め
て
い
ー

ま
す
。
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旧
役
場
跡
に
建
設
中
で
あ
り
ま
し

た
高
令
者
創
作
館
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し、

開
館
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。
t
 こ
の
創
作
館
は
、
町
内
の
高
令
者

（
お
お
む
ね
六

0
オ
以
上
）
の
皆
さ

ん
が
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
自
由

に
立
ち
寄
っ
て
休
ん
だ
り
話
し
合

っ

た
り
し
よ
う
。

ま
た
、
楽
し
い
創
作
活
動
を
通
じ

て
生
き
が
い
を
求
め
よ
う
。

さ
ら
に
、
軽
い
運
動
を
し
な
が
ら

健
康
づ
く
り
を
行
い
健
康
の
保
持
増

進
に
努
め
よ
う
と
い
う
、
つ
ま
り
生

き
が
い
と
連
帯
と
健
康
と
い
う
三
つ

の
目
的
を
も
っ
て
、高
令
者
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
の
改
善
充
実
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
創
作
館
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も

っ
た
活
動
が

容
易
に
出
来
る
よ
う
に
、
談
話
室
、

高
齢
者
創
作
館
が
完
成

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
日
直

保
健
室
、
作
業
室
、
実
習
室
等
が
完

備
さ
れ
、
い
つ
で
も
こ
れ
ら
の
部
屋

が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
こ
の
創
作
館
の
運
営
は
、

創
作
館
運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
管
理
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

に
委
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
毎

日
（
日
曜
、
祭
日
は
除
く
）

二
人
づ

つ
順
番
に
日
直
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
こ
の
創
作
館

で
行
わ
れ
る
お
も
な
事
業
を
み
て
み

ま
す
と
、
ま
ず
、
手
芸

や
木
工
、
竹
細
工
、
わ

ら
細
工
、
陶
芸
等
の
各

種
創
作
活
動
、
花
木
、

盆
栽
等
の
趣
味
活
動
、

農
林
水
産
物
の
栽
培
の

研
究
や
加
工
活
動
、
食

生
活
改
善
等
の
実
習
活
図面平

動
、
健
康
づ
く
り
活
動
、

地
域
文
化
の
保
存
や
伝
直

承
活
動
等
が
あ
げ
ら
れ

創者

ま
す
。運
営
委
員
会
で
は
、
齢

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
高

た
め
、
高
令
者
の
方
々

が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の

趣
味
や
考
え
に
合
わ
せ

て
、
で
き
る
だ
け
多
く

自
由
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
色
々
な
事

業
計
画
が
考
え
ら
れ
て

テ

ラ

ス
加工室 作業室 保健室 休憩室

（和室）

材料室 ローカ

脱衣I Iホー ル
機械室 頃庫 I室 i先面室

玄関 ポーチ

浴室 便 所 実背室

い
ま
す
。

な
お
、
創
作
館
の
使
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
内
の
高
令
者
の
日
常
利

用
が
主
眼
に
お
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

使
用
毎
の
許
可
は
受
け
な
く
て
よ
い

こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
特
別
の

行
事
を
計
画
し
実
施
す
る
場
合
は
、

予
め
館
長
に
申
し
出
る
こ
と
と
な

っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
使
用
時
間
は
、
午
前
八

時
三

0
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

高
令
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
立
ち
寄

っ
て
み
て
下
さ
い
。

こ
こ
に
は
、
楽
し
み
や
喜
び
が
い

っ
ぱ
い
つ
ま

っ
て
い
ま
す
。

き

っ
と
、
心
の
な
ご
む
、
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
お
く
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

選
挙
費
用

▽
選
挙
に
は
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
、
実
は
｀
こ
れ
が
、
わ

が
国
の
政
治
を

一
番
害
し
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
ま
さ
に
「
地
獄
の
沙
汰

も
カ
ネ
し
だ
い
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

し
よ
う
が
、

一
体
全
体
、
法
規
に
従

っ
た
運
動
を
し
た
ら
そ
ん
な
に
お
金

が
か
か
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

▽
候
補
者
に
し
て
も
、
本
当
は
余
計

は
お
金
な
ど
使
い
た
く
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
選
挙
と
い
う
土
俵
で

「
金
」
の
力
が
縦
横
に
も
の
を
い
う

限
り
は
、
ど
う
し
て
も
「
カ
ネ
、
か

ね
、
金
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち

で
す
。
た
と
え
、
不
正
で
あ

っ
て
も

よ
い
、
お
金
さ
え
ば
ら
ま
け
ば
当
選

と
い
う
こ
と
で
は
、
一
部
の
限
ら
れ

た
金
持
ち
だ
け
し
か
立
候
補
で
き
な

い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

▽
そ
こ
で
、
選
挙
法
で
は
、
選
挙
運
動

に
使

っ
て
も
よ
い
お
金
の
制
限
額
を

き
め
て
、
お
金
の
力
に
よ
っ
て
選
挙

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

例
年

一
月

一
五
日
に
行
わ
れ
て
お

り
ま
し
た
お
年
玉
年
賀
は
が
き
の
抽

選
を
、
今
年
は

一
月
三

一
日
に
行
い

ま
し
た
。

現
在
賞
品
の
引
換
え
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
で
お
早
く
引

換
え
て
く
だ
さ
い
。

引
換
期
間
は
、
八
月
四
日
ま
で
で

す
。詳
し
い
こ
と
は
郵
便
局
へ
お
た
ず

昭和54年 お年玉当せん番号

[□[
 

組

通

各

共ピレテき付オジラ等ー

ね
く
だ
さ
い
。

A組 055232

各組 下5けた

2等 Iポケ ッ トカメフ一 共通 6 0 1 7 2 

A組
下5けた
2 3 8 8 7 

3等手 紙七 ット
各組 下3けた
共通 764 ・ 228 

4等 お年玉切手シ ー ト
各組 下2けた
共通 81 ・ 44 ・ 13 

肱
川
郵
便
局

が
支
配
さ
れ
、
汚
さ
れ
、
ゆ
が
め
ら
れ

る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。

▽
法
定
選
挙
運
動
費
用
は
、
選
挙
ご

と
に
違
い
ま
す
し
、
ま
た
同
じ
選
挙

で
も
、
選
挙
区
の
有
権
者
数
や
定
数

に
よ

っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
候
補
者

た
ち
が
、
こ
の
枠
を
守
れ
る
か
ど
う

か
は
、
結
局
、
私
た
ち
有
権
者
の
問

題
な
の
で
す
。
「
正
直
い
っ
て
法
定

選
挙
運
動
費
用
だ
け
で
も
使
い
切
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
冠
婚
葬
祭
な
ど

の
寄
附
が
少
な
け
れ
ば
、
あ
の
人
は

話
せ
な
い
、
そ
ん
な
人
に
は
投
票
す

る
な
…
…
…
と
い
う
こ
と
を
選
挙
人

側
か
ら
い
わ
れ
ま
す
し
ね
、
つ
い
札

ビ
ラ
を
切
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
よ
」

か
っ
て
あ
る
候
補
者
側
近
の
人
が
、

こ
ん
な
こ
と
を
い

っ
た
と
い
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
選
挙
に
関
係
の
な
い

寄
附
も
、
選
挙
区
内
の
人
に
す
る
こ

と
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
選
挙
運
動
費
用
の
制
限
額
は
、
町

議
会
議
員
に
つ
い
て
、
仮
に
四
月

一

日
現
在
の
有
権
者
で
算
出
し
て
見
ま

す
と
、
四

0
六、

三
0
0円
と
な
り

ま
す
。
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昭和54年度 県立職業訓練校訓練実施計画

訓 練 校 名 訓練科名 募集定員 訓練の期間 訓練が開始される月

新居業 浜高等
機 械 課 10 A 1 年 4 日
溶 接 科 1回40人 6か日 R H)-？目の？同

職 訓練校 構造物鉄工科 ?0人 1 年 4 目〒792 建設科 （型枠大工） 1同10A 3か目 7目レ 10目の 2同
新居浜市大生院 建設科 （鉄筋組立） 1/) A ? -1,、E 7 E 

1233の 2 配 夕目 科 ln A 6カ、 s i 
T E L (0897) 43-4123 塗 装 科 10人 ．？ か q F 

4124 縫 製 科 1 n A 3か 5 F 
染 色 科 ?!O人 1 臼 4 F 
縫 製 科 40人 1 年 4 目

職今 業治訓高練 校等 配 夕目 科 20A 1 年 4 目
逗`は2 園 科 l n A ？か日 q 日l〒799-15 l 織機調整科 1回10A ．？か日 5日)-Q日の？同

今治市桜井団地 建設科（型枠大工） 1同10人 3か日 5日)-Q日の？同
4丁目 1 建設科 （鉄筋組立） 10人 3か日 9 日

TE  L (0898)48-0525 
塗 装 科 10人 3かEl 9 日
建築事務科 lOA 6か司 4 日

松山専練 修 プロ ソ ク建築科 10 A 1 王 4 目

職業訓 校 終理事務科 ".lO A 1 4 月

[〒790 ] 
造 園 科 ln A .".!か R El 

T松E山L市(08西99垣)72生-21084404 
配 ク目 科 1() A .'l f,ヽ 9 日
塗 装 科 10A 3カ‘ 7 日
販 ． ギ）し 科 10人 3か 5 日

宇和業島練専修
電気工事科 10人 1 i:I 4 日

職訓校 木 工 科 ?n A 1 年 4 目

|〒798 浩園科 ln A 3か目 8 月

宇和島市村原神ノ前 建建設科 （型枠大工）
1同1()八 ？カヽ 日 7日,J,10日の？回

TE  L(0895)22-t』 （鉄筋組立） 10 A ．？か日 6 日
な各 俄リ 天1 1n A ?.;,ヽ日 R 日

県

立

職

業

訓

練

校

県

立

職

業

訓

練

校

で

は

、

現

在

離

〇

訓

練

生

の

特

典

等

転
職
者
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
訓

一
、
授
業
料
、
実
習
費
は
無
料
で
す
。

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

二

、
訓
練
受
講
中
は
、
雇
用
保
険
を

み
な
さ
ん
も
技
能
を
習
得
し
て
、
受
給
し
て
い
る
方
に
は
雇
用
保
険

新
し
い
職
場
に
再
就
職
し
ま
せ
ん
か
。
が
継
続
し
て
支
給
さ
れ
、
そ
の
他

訓
練
科
目
や
定
員
等
は
次
の
よ
う
の
方
に
は
手
当
（
月
額
六
五
、

0

に
な
っ
て
い
ま
す
。

0
0円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
大
洲
職
業
安
定
所
三
、
遠
隔
地
の
方
の
た
め
に
は
、
各

又
は
県
立
職
業
訓
練
校
へ
し
て
く
だ
職
業
訓
練
校
と
も
寄
宿
舎
が
あ
り

さ
い
。

ま
す
。

入
校
ご
あ
ん
な
い

t t、 な
り
汀t 四月は「河川美化月間」 メ川

知 ジと
れを用料ぐ流大いに 知川れた悠 をい
な供水水、こ 下量大 は川れをば最然満浮う
い給と とさの切なはま想汚近と々か圭
恩すし

工
はせ雨なく私せ像れで流とべ蘭

恵る:靡もて水もてたんさてはれ水まか
をな必 水

と水をのはち °れき‘るをすら
受ど要、よ害安でなの るたと川たか‘
け‘な農りを全すら生 かなも‘た°ど
て昔水業飲防に°な活 もいすまえ ん

舗
装
工
事
進
む
藤
之
原
線

昭
和
四
十
三
年
度
、
第
一
次
農
業

構
造
改
善
事
業
で
新
設
し
た
藤
之
原

農
道
も
満
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

県
道
の
舗
装
、
大
駄
場
線
の
舗
装

と
、
予
子
林
地
区
で
も
か
な
り
舗
装

が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
，
藤
之
原

に
於
い
て
は
、
非
補
助
土
地
改
良
事

業
で
舗
装
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

工
事
延
長
四
八

0
メ
ー
ト
ル
、

請
負
工
事
費
五
六

0
万
円
で
、
東

亜
道
路
の
手
に
よ
っ
て
、
一
月
八

日
工
事
に
着
手
、
こ
の
程
完
成
し
ま

し
た
。
残
り
の
工
事
に
つ
い
て
は
五
十
四
年

度
に
新
農
構
事
業
で
引
続
き
‘
舗
装
工

事
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

地
形
も
良
く
、
田
畑
に
か
こ
ま
れ

ま
た
、
魚
て
り
、
川
遊
び
、
川
べ
り

で
の
草
花
つ
み
、
昆
虫
採
集
な
ど
自

然
に
親
し
む
場
を
提
供
し
て
く
れ
る

ほ
か
、
河
川
敷
や
提
防
の
土
手
を
利

用
し
て
作
ら
れ
る
広
場
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
が
楽
し
め
る
な
ど
、
憩
い
の
場

所
と
し
て
も
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠

か
せ
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
”
母
な
る
川
“
を
汚
す
こ
と

は
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
の
生
活
自
体

を
汚
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
て

く
れ
る
水
と
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
は
、
な
ん
と
し
て
も
私
た
ち
自
身

の
手
で
守
り
抜
き
た
い
も
の
で
す
。

”
生
活
の
川
“
で
あ
り
”
憩
い
の
川
“

で
も
あ
る
河
川
を
大
切
に
し
ま
き
ょ

う
。
ゴ
ミ
や
空
ぎ
か
ん
を
捨
て
る
の

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

た
藤
之
原
線
は
、
農
道
及
び
生
活
道

と
し
て
増
々
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
►
つ
。

一

―
口
医
学
―

声
が
か
れ
た
ら

か
ぜ
に
ひ
き
続
き
起
こ

っ
た
も
の

は
急
性
喉
頭
炎
の
こ
と
が
多
く
、
ま

ず
、
か
ぜ
を
治
す
こ
と
で
す
。

声
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
、
安
静
と
保
温

に
努
め
、
室
内
は
蒸
気
を
立
て
て
湿

度
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

急
性
喉
頭
炎
を
繰
返
し
た
り
、
声

の
酷
史
、
た
ば
こ
の
吸
い
す
ぎ
、
ほ

こ
り
の
吸
引
な
ど
で
、
慢
性
喉
頭
炎

に
な
る
と
声
が
次
第
に
か
れ
、
治
す

の
も
大
変
で
す
。

治
療
を
受
け
な
が
ら
丹
念
に
う
が

い
を
続
け
、
た
ば
こ
と
酒
を
慎
む
よ

つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

中
年
す
ぎ
の
人
で
声
が
れ
が
一
・

ニ
カ
月
も
治
ら
な
け
れ
ば
、

一
応
喉

頭
ガ
ン
を
疑
っ
て
精
密
検
査
を
受
け

た
い
も
の
で
す
。

歌
手
や
仕
事
上
大
声
を
出
す
人
の

声
が
れ
は
、
声
帯
ポ
リ
ー
プ
も
考
ら

れ
ま
す
。

軽
い
も
の
な
ら
し
ば
ら
く
声
を
使

わ
な
け
れ
ば
よ
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
に
差
し
障
る
と
き
は

切
除
す
る
と
よ
い
。

こ
れ
は
そ
の
ま
ま
お
い
て
も
ガ
ン

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

男
の
子
で
十
三
•
四
オ
に
な
っ
て

声
が
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
い

わ
ゆ
る
声
変
り
の
生
理
現
象
と
し
て

起
る
も
の
で
三
ー
六
カ
月
で
よ
く
な

り
ま
す
。

無
理
に
声
を
使
う
こ
と
を
避
け
る

ぐ
ら
い
で
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
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司
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業のII立
大野町長の新年度施政

肱
川
町
三
月
定
例
議
会
は
、
三
月

十
二
日
開
会
さ
れ
、
会
期
六
日
間
で
、

人
事
案
件

一
件
に
同
意
し
、
条
例
案

件
な
ど
二
十
件
と
予
算
案
件
十
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

宇
和
川
地
区
か
ら
の
陳
情
二
件
は
、

い
ず
れ
も
採
択
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

行
政
事
務
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

四
人
の
議
員
が
行
い
、
町
長
が
こ
れ

に
答
え
た
。

な
お
、
開
会
日
に
、
宇
和
川
の
婦

人
会
幹
部
の
方
と
、
町
内
の
有
志
の

方
が
、
最
終
日
に
は
、
中
野
小
学
校

の
児
童
諸
君
多
数
の
傍
聴
が
あ

っ
た
。

議
決
し
た
主
な
案
件
、
一
般
質
問

な
ど
の
概
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

町
長
の
町
政
推
進
の
方
針

新
年
度
を
迎
え
る
三
月
町
議
会
に

お
い
て
、
施
政
方
針
を
述
べ
た
い
。

行
政
を
と
り
ま
く
状
勢
は
厳
し
く
、

財
政
硬
直
化
の
度
合
も
強
ま
り
、
自

治
体
本
来
の
任
務
役
割
り
は
不
変
で

あ
る
が
、
そ
の
対
応
に
は
充
分
な
配

慮
が
必
要
と
思

っ
て
い
る
。

近
年
行
政
依
存
の
傾
向
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
我
々
は

II

自
か
ら
道
を
拓
＜
“
気
概
を
も
っ

て
、
困
難
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る。

一
、
産
業
の
振
興

従
来
か
ら
努
力
し
て
い
る
が
、
来

年
度
は
新
規
に
新
農
業
構
造
改
善
事

業
と
し
て
、
土
地
基
盤
整
備
、
施
設

の
近
代
化
、
地
域
環
境
整
備
な
ど
第

一
年
度
事
業
を
、

二
億
七
百
万
円
余

り
で
行
う
。

ま
た
今
年
度
に
引
き
続
い
て
、
地

域
農
政
特
別
対
策
事
業
等
に
よ

っ
て、

生
産
条
件
の
整
備
を
は
か

っ
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
厳
し
い
農
政
の
中
で
、

肱
川
の
農
業
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、

何
を
作
る

べ
き
か
、
新
し
い
農
業
の

姿
を
求
め
形
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
農
業
生
産
組
織
の
整

備
や
、
関
係
機
関
団
体
を
中
心
に
し

て
調
査
研
究
を
行
い
、
肱
川
型
農
業

を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

幸
い
野
菜
作
り
な
ど
新
し
い
方
向

も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
町
単
独
の
価

格
補
埴
の
方
策
も
講
じ
て
い
る
が
、

経
済
生
産
団
体
と
の
相
互
関
係
の
連

け
い
を
密
に
し
て
い
く
。

林
業
の
今
日
は
、
誠
に
憂
慮
す
べ

き
現
状
に
あ
り
、
国
の
抜
本
的
対
策

を
望
み
要
望
し
て
い
る
が
、
本
年
度

六
千
八
百
万
円
の
事
業
費
を
も

っ
て

間
伐
促
進
、
県
単
林
道
、
推
茸
生
産

対
策
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た

が
、
来
年
度
も
同
様
に
行

っ
て
い
き

た
い。国
で
は
森
林
総
合
整
備
事
業
を
新

規
政
策
と
し
て
打
出
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
の
受
入
れ
準
備
を
行
い
、

第
三
次
林
業
構
造
改
善
に
取
組
ん
で

い
き
た
い
。

るい心祉 工り態疑商て交
゜ろや社のす 二 業やを企ぃ工い通商
い生会充べ‘振観生業な業る事工
ろ活状実て福興光み誘ぃのが情業
なに勢はが祉の開だ致 °発‘のに
問大の住福の裏発すな 展第変と L.9-
題き変民祉向づ計努ど に一化 つ
をなぼのに上け画力に つ次がて
投影う念つ とをもよ な産大‘
．げ響は願な し立しる が業き人
かを‘でが たて‘新 るのく口
け与私あり いて町し こ振影の ふ

てえ達る‘ ° ‘づい と興響減 ―‘ 
い‘の゜福 商 く事 はがし‘

ヽ 嘩政男箇を啜咤3屈短租TJ

現
在
「
福
祉
計
画
」
づ
く
り
を
し

て
お
り
、
近
く
ご
検
討
を
願
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

健
康
を
守
る
活
動
、
社
会
的
弱
者

対
策
、
在
宅
福
祉
活
動
な
ど
を
中
心

に
し
て
、
福
祉
は
カ
ネ
で
な
く
心
で

あ
り
、
モ
ノ
で
な
く
人
で
あ
り
、
与

え
ら
れ
る
福
祉
で
な
く
、
築
く
福
祉

で
あ
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

皆
ん
な
で
実
践
す
る
地
域
福
祉
活

動
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

四
月
か
ら
保
健
婦
を
一
名
増
員
す

る
し
、
ま
た
南
海
放
送
な
ど
の
ご
厚

意
に
よ

っ
て
、
入
浴
乾
燥
車
の
寄
贈

を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て

在
宅
者
の
福
祉
活
動
を
更
に
強
化
し

て
、
健
康
で
明
る
い
町
づ
く
り
に
邁

進
し
て
い
き
た
い

。

三
、
環
境
の
整
備
改
善

本
年
度
は
二
億
二
千
万
円
余
り
の

工
費
を
か
け
て
、
中
央
地
区
と
森
地

区
の
水
道
事
業
を
実
施
中
で
、
近
く

完
成
の
運
び
に
な

っ
て
き
た
が
、
近

年
気
象
や
地
理
的
な
要
因
も
あ

っ
て、

町
内
各
地
域
で
水
不
足
に
悩
ん
で
い

る
。次
年
度
に
全
町
的
な
水
道
計
画
を

立
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

宅
地
造
成
は
、
当
町
の
発
展
に
大

き
な
係
り
が
あ
り
、
早
急
に
取
り
組

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
適
地
を

得
る
こ
と
が
非
常
に
難
か
し
く
、
宅

地
の
み
な
ら
ず
、
公
共
施
設
、
公
共

事
業
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
も
、
町

民
各
位
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い

た
し
た
い
。

道
路
は
生
活
の
基
幹
で
あ
っ
て
、

国
道
の
改
良
は
二
年
目
に
入
る
の
で

事
業
費
の
大
幅
な
増
加
を
期
待
し
て

い
る
。
ま
た
県
の
代
行
路
線
、
公
共
土
木
、

河
川
、
砂
防
な
ど
の
各
事
業
も
、
例

年
に
準
じ
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。県
道
、
河
川
の
県
単
事
業
は
、
ニ

十
一
か
所
、

一
億
六
千
万
円
の
事
業

を
要
望
し
て
い
る
。

過
疎
林
道
を
は
じ
め
道
路
開
設
の

事
業
は
、
九
路
線
で
延
長
は
一
万
2

バ

事
業
費
二
億
七
千
万
円
を
当
て
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

道
路
舗
装
は
、
近
年
一
万
げ
余
り

の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、
新
年

度
は
新
農
構
事
業
も
始
ま
る
の
で
、

町
単
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
含
め
る

と
、
一
万
七
千
二
百
訂
の
事
業
量
で
、

事
業
費
は
一
億
九
千
四
百
万
円
と
な

る
。町
道
の
改
良
は
、
五
路
線
で
延
長

八
百
二
十
昇
、
四
千
四
万
円
の
事
業

費
を
見
込
ん
で
い
る
。

四
、
消
防
、
交
通
安
全
対
策

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
の
は
、

自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
役
割

り
で
あ
る
。

新
年
度
の
重
要
施
策
と
し
て
、
常

備
消
防
体
制
を
整
え
る
た
め
、
大
洲

喜
多
広
域
消
防
事
務
組
合
に
加
入
し

て
、
消
防
、
救
急
業
務
を
強
化
す
る

と
共
に
、
非
常
備
消
防
施
設
の
整
備
、

交
通
安
全
対
策
に
努
力
し
て
い
き
た

ヽ
↓

0

し

五
、
肱
川
の
未
来
を
担
う
人
づ
く

り

過
疎
化
に
伴
い
教
育
上
多
く
の
課

題
が
あ
る
。

目
下
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教

育
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
が
、
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さ
し
当
っ
て
幼
児
教
育
の
充
実
を
は

か
る
た
め
、
町
内
に
五
つ
の
幼
稚
園

を
設
置
す
る
が
、
大
谷
、
正
山
の
園

舎
を
新
築
し
、
ま
た
教
員
住
宅
を
四

棟
建
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
、

共
同
利
用
施
設
の
整
備
を
行
い
、
よ

り
明
る
い
人
間
関
係
が
生
れ
育
つ
わ

が
町
で
あ
り
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

広
い
視
野
、
豊
か
な
知
識
教
養
を

も
つ
人
づ
く
り
の
た
め
、
海
外
視
察
、

国
内
留
学
生
の
派
遣
、
先
進
地
の
研

修
、
生
活
学
習
を
充
実
さ
せ
、
意
欲

と
学
習
が
あ
っ
て
事
が
始
ま
る
の
気

運
づ
く
り
、
社
会
教
育
の
向
上
を
は

か
り
た
い
と
存
じ
て
い
る
。

六
、
財
政

国
の
予
算
は
財
源
難
か
ら
、
景
気

刺
激
型
か
ら
景
気
維
持
型
に
移
っ
た

と
云
わ
れ
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
も

肱Ill型塵
3月議会で明らかにした

九
・
ニ
％
と
な

っ
て
い
る
。

町
財
政
は
、
新
年
度
か
ら
新
農
業

構
造
改
善
事
業
な
ど
、
特
殊
な
事
業

も
あ
っ
て
、
か
つ
て
な
い
大
型
予
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
物
件
費
な
ど
は

極
力
抑
え
、
有
利
な
起
債
を
借
る
よ

う
に
努
め
、
健
全
な
る
財
政
運
営
の

維
持
を
は
か
り
た
い
。

七
、
推
進
体
制

四
月
一
日
付
で
役
場
の
機
構
を
改

め
て
、
事
務
の
合
理
化
、
能
率
化
を

は
か
り
、
電
算
機
導
入
な
ど
の
検
討

研
究
を
行
い
た
い
。

各
種
機
関
団
体
と
の
連
絡
提
携
に

つ
い
て
は
、
更
に
協
調
を
深
め
た
い
。

広
報
広
聴
活
動
を
充
実
し
、
町
民

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
強
力
に
町
政
の
推
進
を
は
か

っ
て
ま
い
り
た
い
。

一
般
質
問
の

あ
ら
ま
し

0
県
の
地
域
主
義
に
つ
い
て

問
県
政
に
関
し
て
白
石
知
事
は
、

地
域
主
義
政
策
を
重
要
視
し
た
三
つ

の
目
標
を
示
し
、
八
つ
の
公
約
を
あ

げ
て
、
第
三
の
生
活
福
祉
県
政
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

県
の
新
年
度
予
算
に
も
こ
れ
に
関

連
す
る
も
の
が
組
ま
れ
て
お
り
、
県

の
施
策
に
対
し
て
地
域
住
民
は
大
き

な
期
待
を
抱
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
政
策
が
町
政
の
な
か
で
ど
う
反
映

さ
れ
、
住
民
の
生
活
に
浸
透
し
て
い

く
た
め
に
、
町
長
は
ど
う
対
応
さ
れ

る
の
か
。

ま
た
県
か
ら
町
へ
の
委
譲
事
務
が

増
大
す
る
と
思
う
が
、
職
員
の
数
を

ふ
や
す
必
要
は
な
い
か
。

答
国
に
お
い
て
は
田
國
都
市
構
想
、

定
住
薩
構
想
ガ
誦
議
さ
れ
、
黒
に
お

い
て
も
地
域
主
義
ガ
大
き
な
目
標
と

な
っ
て
い
る
ガ
、
内
容
的
に
は
ま
だ

具
体
化
し
て
い
な
い
。

権
限
や
財
源
の
委
譲
な
ど
少
し
づ

つ
分
権
ガ
始
ま
つ
て
い
る
ガ
、
現
時

点
で
は
対
応
を
明
ら
力
に
し
た
り
、

職
員
を
ふ
や
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

¥
o
 

し
0
部
落
長
会
に
つ
い
て

問
戦
前
か
ら
続
い
て
い
る
部
落
長

会
は
、
定
例
会
が
年
十
回
あ
り
そ
の

上
臨
時
の
会
も
あ
る
。

広
報
や
放
送
施
設
が
か
な
り
充
実

し
て
き
た
の
で
、
部
落
長
の
仕
事
の

量
を
減
ら
し
て
、
部
落
長
会
を
半
減

す
る
よ
う
に
、
見
直
し
を
し
改
善
さ

れ
て
は
ど
う
か
。

答
部
落
長
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。し
力
し
そ
の
任
務
は
、
行
政
事
務

の
補
助
機
関
と
、
郎
落
や
地
区
の
自

治
活
動
の
＿
＿
つ
の
役
割
り
ガ
あ
る
。

郎
落
長
会
は
当
町
の
伝
統
あ
る
組

織
で
、
誇
り
に
も
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
大
事
に
し
て
従
来
ど
お
り
続

け
て
い
き
だ
い
。

〇
役
場
の
隔
週
々
休
二
日
制
に
つ

い
て

問
先
に
こ
の
制
度
（
役
場
職
員
は
、

土
曜
に
交
替
で
半
数
づ
つ
一
日
中
執

務
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

土
曜
の
午
後
も
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
ね

ら
い
と
し
て
、
昭
和
四
七
年
四
月
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
）
は
役
場
だ
け

が
行
っ
て
い
て
、
町
内
の
他
の
団
体

は
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
当
初
予

期
し
て
い
た
程
効
果
は
挙
が
っ
て
い

な
い
と
思
う
。

そ
れ
と
土
曜
は
役
場
職
員
の
半
数

が
休
ん
で
い
る
た
め
、
用
事
も
済
ま

な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
際
元
へ
戻

し
て
土
曜
は
半
ド
ン
に
し
て
は
と
一

般
質
問
を
し
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
で

は
町
の
職
員
も
、
賛
成
の
よ
う
で
あ

る
が
ど
う
考
え
ら
れ
る
か
。

ヘ
"
.
.
.
.
.
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一
答
土
曜
に
役
場
へ
来
ら
れ
る
人
の

状
況
や
、
職
員
の
意
同
調
査
も
し
だ

ガ
、
住
民
皆
標
は
、
土
曜
の
午
後
も

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お

ら
れ
、
か
な
り
定
着
し
て
い
る
と
思

っ
て
い
る
。
中
央
に
お
い
て
労
圃
条

件
の
改
善
ガ
論
議
さ
れ
て
い
る
時
で

も
あ
り
、
合
暫
ら
く
様
子
を
貝
て
決

着
を
つ
け
だ
い
。

0
新
設
機
関
な
ど
の
活
動
状
況
に

つ
い
て

問
町
長
は
就
任
以
来
、
町
政
懇
話

会
、
農
林
業
対
策
会
議
、
産
業
研
究

調
査
員
、
商
工
観
光
推
進
会
議
、
部

落
訪
問
な
ど
の
機
関
を
設
謹
さ
れ
た

り
、
制
度
を
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ

ら
の
活
動
状
況
を
具
体
的
に
議
会
へ

報
告
が
な
い
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
伺

い
た
い
。

答
町
政
懇
話
会
、
農
林
業
対
策
会

議
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
だ
組
織
を
改
変

し
だ
も
の
で
新
設
し
だ
の
で
は
な
い
。

町
政
懇
話
会
は
、
年
四
回
町
内
機

関
団
体
の
ト
ッ
プ
ガ
集
り
、
意
志
の

疎
適
を
は
か
り
、
そ
れ
な
り
の
効
果

を
挙
げ
て
い
る
。

農
林
業
対
策
会
議
は
、
農
林
業
の

振
興
の
立
案
と
新
農
構
推
進
会
議
を

兼
ね
、
そ
の
役
割
り
を
充
分
果
し
て

い
る
。産
業
研
究
調
査
員
ほ
十
人
に
お
願

い
し
、
ニ
カ
月
に
一
回
会
議
を
開
い

て
、
当
面
は
土
産
品
作
り
、
郷
エ
料

理
の
開
発
、
特
殊
農
林
産
物
の
生
産

員
を
目
標
に
し
て
、
調
査
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

商
工
観
光
推
進
会
議
は
、
過
去
に

町
と
商
工
業
者
ガ
結
び
つ
く
組
織
ガ

な
ガ
つ
だ
の
で
、
新
設
し
だ
も
の
で

あ
る
ガ
、
会
議
は
す
で
に
六
回
開
陸

し
て
い
る
。

町
長
の
部
落
訪
阿
は
、
す
で
に
二

士
一
郎
落
の
訪
問
を
終
え
だ
ガ
、
町

長
ガ
四
年
に
一
旦
山

11部
落
を
逗
る

こ
と
も
、
非
常
に
意
義
ガ
あ
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

0
町
長
へ
の
手
紙
に
つ
い
て

問
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て
、
町

長
へ
の
手
紙
の
制
度
を
設
け
て
、
町

民
の
意
見
や
要
望
を
蒐
集
さ
れ
て
、

す
で
に
二
年
を
経
過
し
た
が
、
そ
の

内
容
と
こ
れ
ら
を
行
政
に
ど
う
生
か

し
て
い
る
の
か
。

答
町
民
の
気
持
を
察
知
す
る
一
方
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法
と
し
て
、
町
長
へ
の
手
紙
を
始
め

だ
。
議
員
と
役
場
職
員
を
除
い
て
お

願
い
し
て
い
る
。

一
年
間
の
実
績
は
、
招
和
五
士
ニ

年
八
月
の
広
報
に
載
せ
て
い
る
ガ
、

回
零
忌
率
は
三
＿
＿
％
で
あ
る
。

各
般
に
亘
っ
て
の
意
見
要
望
万
あ

る
ガ
、
即
時
に
処
理
で
き
る
も
の
は

対
応
し
、
将
来
の
こ
と
に
な
る
も
の

は
、
町
の
考
え
万
や
計
画
な
ど
お
知

ら
せ
し
て
、
町
政
へ
の
理
解
を
得
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

〇
税
金
の
均
等
徴
収
に
つ
い
て

問
以
前
の
一
般
質
問
で
、
税
金
を

毎
月
均
等
に
納
め
る
よ
う
に
す
る
と
、

住
民
は
大
変
助
か
る
の
で
、
徴
収
方

法
の
改
善
を
要
望
し
た
が
、
ど
の
よ

う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

答
納
税
ガ
し
や
可
い
よ
う
に
す
る

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
、
町
贖
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
三
税
は
、
L

田
月
均
等

に
納
め
る
よ
う
に
し
だ
い
と
考
え
て

い
る
ガ
、
洒
納
や
移
動
の
場
合
問
題

ガ
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
検
討
可
る

期
間
ガ
と
り
だ
い
。

と
り
あ
え
す
、
国
民
健
康
保
険
税

は
、
現
在
年
六
回
に
し
て
い
る
の
を
、

来
年
度
か
ら
は
五
月
ガ
ら
二
月
ま
で

の
十
回
に
分
け
て
、
徴
収
す
る
こ
と

に
し
だ
。

0

五
十
崎
町
母
子
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
に
つ
い
て

問
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
近
く
廃
止
に

な
る
と
聞
い
た
。

今
後
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
人

-
に
と
っ
て
、
大
変
困

っ
た
こ
と
だ
と

＇
ー

思
っ
て
い
る
。
病
院
な
ど
と
比
較
す

る
と
経
費
も
少
な
く
て
好
評
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
の
人
に
対
し
て
特
別

な
配
意
を
さ
れ
る
の
か
。

答
五
十
綺
町
で
は
三
月
末
で
田
子

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
理

由
は
、
利
用
者
ガ
激
減
し
だ
の
と
助

産
婦
ガ
老
齢
に
な
ら
れ
、
後
継
者
ガ

な
い
だ
め
と
聞
い
て
い
る
。

当
町
か
ら
も
合
ま
で
ガ
な
り
の
人

ガ
利
用
し
て
き
だ
ガ
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
五
二
人
の
妊
産
婦
中
五
人

ガ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
だ
に
過
ぎ
な

¥
o
 ＇ 町と
し
て
は
、
現
在
の
利
用
状
況

ガ
ら
判
断
し
て
、
代
替
え
に
な
る
特

別
な
配
慮
は
し
な
い
ガ
、
新
年
度
か

ら
保
健
婦
を
増
＝
戸
し
て
、
妊
湿
笥
健

康
管
理
の
指
導
に
努
め
る
と
共
に
、

国
民
健
康
保
険
の
助
産
費
‘令
ハ
万
円
）

を
、
圏
和
五
十
四
年
度
中
に
増
額
可

る
万
向
で
検
肘
し
て
い
る
。

〇
農
業
共
済
事
業
に
つ
い
て

問
水
田
再
編
対
策
（
米
の
減
反
）

が
推
進
さ
れ
て
い
る
時
、
強
制
的
に

水
稲
共
済
に
加
入
さ
せ
る
の
は
、
矛

盾
し
て
い
る
と
思
う
。
廃
止
若
し
く

は
任
意
制
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
は
国
県
へ
強
く
要
望
も
し
よ
う

し
、
努
力
さ
れ
た
い
。

答
農
業
災
害
補
償
法
に
よ
り
水
田

IOI-¥ー
ル
以
上
を
耕
作
し
て
い
る

と
、
強
制
加
入
に
な
っ
て
い
る
。
事

業
は
喜
多
農
業
共
済
組
合
ガ
行
っ
て

い
る
ガ
、
町
の
考
え
で
ど
う
す
る
こ

う
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

新
年
度
か
ら
、
病
虫
害
事
故
除
外

ガ
適
用
に
な
る
の
で
、
共
同
防
除
、

災
害
補
償
の
強
化
ガ
講
じ
ら
れ
る
し
、

農
業
の
再
王
産
の
補
償
制
度
で
あ
り

今
後
と
も
ご
協
力
を
あ
願
い
し
だ
い
。

0
県
道
肱
川
公
園
線
の
改
良
に
つ

い
て

問
こ
の
路
線
は
、
五
十
崎
町
側
よ

り
改
良
し
て
い
る
が
、
町
長
も
意
欲

を
も

っ
て
関
係
方
面
へ
働
き
か
け
を

し
て
い
て
敬
意
を
表
す
る
。
五
五
年

高
校
総
体
の
関
連
も
あ
り
更
に
努
力

さ
れ
た
い
、
ま
た
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

答
肱
川
工
区
の
設
定
を
暇
へ
強
く

要
望
し
て
い
る
ガ
、
累
の
万
針
で
は
、

地
区
に
併
列
し
て
道
路
ガ
あ
る
場
合
、

一
線
を
整
偏
し
て
一
線
は
後
廻
し
に

し
て
い
る
。

現
在
国
道
改
艮
ガ
行
な
わ
れ
て
い

る
の
で
、
肱
／
公
園
線
の
工
事
は
遅

れ
る
。
隣
接
市
町
村
ガ
一
体
と
な
っ

て
、
内
子
1
鳥
首
間
の
追
路
整
籠
を

陳
情
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
ご
了

解
願
い
だ
い
。

0
道
野
尾
ー
鳥
首
間
の
架
橋
に
つ

い
て

問
以
前
に
地
元
か
ら
陣
情
が
あ
り
‘

現
地
調
査
も
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

な
お
前
町
長
に
問
う
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
折
は
鹿
野
川
大
橋
が

優
先
す
る
の
で
、
こ
の
橋
の
完
成
後

に
考
え
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
点
は
国
県
町
道
の
分
岐
点

で
あ
り
、
い
ま
話
題
に
な
っ
て
い
る

工
場
誘
致
、
住
宅
団
地
、
地
域
開
発

に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
を

総
合
的
に
考
え
る
と
、
こ
の
橋
の
架

橋
は
誠
に
重
要
で
あ
り
早
急
に
取
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

答
昭
和
四
十
六
年
に
地
元
か
ら
陳

情
ガ
な
さ
れ
、
当
時
も
そ
れ
な
り
の

努
力
を
し
だ
と
思
う
ガ
、
橋
を
加
否
け

る
と
き
、
経
済
効
果
、
利
用
度
な
ど

十
項
目
の
採
択
要
件
ガ
あ
っ
て
実
現

で
き
な
か
っ
だ
。

し
力
し
そ
の
後
状
況
も
変
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
架
橋
へ
の
気
運

を
高
め
努
力
し
て
い
き
だ
い
。

問

国

や
県
へ
相
談
し
た
り
、
要
望

し
て
い
た
の
で
は
、
い
つ
架
橋
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
。
と
り
あ
え
ず
町

道
と
し
て
流
橋
を
架
け
、
将
来
大
橋

に
架
け
替
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

゜
ヵ答
瞬
で
は
潜
水
橋
や
流
橋
の
新
設

は
許
可
し
な
い
。
町
道
で
や
る
に
し

て
も
、
本
格
的
な
橋
に
な
る
の
で
、

充
分
検
討
可
る
こ
と
に
し
だ
い
。

0
水
道
事
業
に
つ
い
て

問
中
央
、
森
地
区
の
水
道
工
事
が

ほ
ぼ
完
成
し
、
四
月
か
ら
安
定
し
て

〇
報
酬
及
び
費
用
弁
償
な
ど
の
条

例
の
改
正

給
水
が
で
き
、
ま
た
消
火
栓
も
併
設

し
て
い
る
の
で
、
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
上
か
ら
も
喜
ば
し
い
。

し
か
し
他
の
地
域
で
は
、
異
常
気

象
の
影
響
で
昨
年
は
水
不
足
に
悩
み
、

時
間
給
水
、
学
校
へ
の
水
筒
持
参
、

入
浴
洗
濯
も
で
き
な
か
っ
た
。
万
一

火
災
の
と
き
は
ど
う
な
る
の
か
、
深

刻
な
事
態
が
続
い
た
。
（
正
山
地
区

で
は
、

P
T
入
役
員
が
学
校
及
び
教

員
住
宅
へ
水
の
運
搬
を
し
た
資
料
を

配
付
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た

い。）つ
い
て
は
、
町
内
全
域
へ
安
定
的

に
給
水
が
で
き
、
住
み
よ
い
環
境
を

作
っ
て
い
く
の
は
、
行
政
の
責
務
と

思
う
が
そ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答
生
活
用
水
の
確
保
は
、
快
適
な

生
汚
を
す
る
基
本
で
あ
っ
て
重
視
し

て
い
る
。
昭
和
五
四
年
度
に
お
い
て

中
央
、
森
地
区
以
外
の
地
域
の
地
形
、

水
利
等
を
調
査
検
討
し
て
、
全
町
的

な
水
追
計
画
を
立
て
、
招
和
五
五
年

度
か
ら
緊
急
度
の
高
い
地
域
か
ら
、

順
次
事
業
を
実
施
す
る
万
針
で
あ
る
。

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

見
の
越
部
落
の
冨
永
寅
幸
氏
の
任

期
満
了
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

議
決
し
た

議
案
の
あ
ら
ま
し
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特
別
職
並
び
に
議
会
議
員
の
報
酬

は
、
四
月
一
日
よ
り
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
、
そ
の
額
は
河
辺
村
と

同
額
か
そ
れ
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

町

長

月

額

三

九

万

円

助

役

ヶ

―

二

四

万

三

千

円

収

入

役

ヶ

三

一

万

九

千

円

教

育

長

ヶ

ニ

九

万

円

議

長

ヶ

―

―

万

円

副

議

長

ヶ

八

万

八

千

円

議

員

ヶ

七

万

五

千

円

こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
、
農
業

委
員
会
、
民
生
委
員
会
、
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
や
、
監
査
委
員
、
公

民
館
関
係
者
、
消
防
団
員
、
そ
の
他

役
職
者
の
報
酬
、
手
当
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
引
ぎ
上
げ
ら
れ
た
。

0
高
齢
者
創
作
館
設
置
条
例

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
創
造
し
、

連
帯
を
深
め
、
健
康
の
増
進
を
は
か

（
 

る
た
め
、
旧
役
場
跡
へ
施
設
が
設
置

さ
れ
る
が
、
こ
の
建
物
の
管
理
運
営

を
定
め
る
も
の
。

な
お
、
こ
の
施
設
は
四
月
中
旬
頃

か
ら
利
用
で
ぎ
る
見
込
み
。

〇
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改

正
鹿
野
川
地
区
の
簡
易
水
道
の
区
域

が
拡
大
さ
れ
た
の
で
、
区
域
の
変
更

と
、
水
道
料
金
が
四
月
分
か
ら
次
の

よ
う
に
な
る
。

現
行
、
基
本
料
金
は
五
ト
ン
ま
で

三
百
円
、
超
過
料
金
一
ト
ン
に
つ
き

四
五
円
（
大
駄
場
は
五
十
円
）
が
、

改
正
…
基
本
料
金
は
五
ト
ン
ま
で

五
百
五
十
円
、
超
過
料
金
一
ト
ン
に

つ
き
六
五
円
に
な
る
。

0
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
甚
金

条
例

国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金
を
設
け

る
も
の
で
あ
る
。

〇
課
設
置
条
例
の
改
正

現
在
の
六
課
一
室
を
、
四
月
一
日

か
ら
、
総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、

町
民
課
、
農
林
課
、
建
設
課
の
六
課

と
す
る
。

0
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
使
用
条
例

の
改
正

学
校
給
食
料
金
の
改
正
で
あ
る
。

現
行
一
食
当
り
、
中
学
生
一
五
〇

円
を
一
六

0
円
に
、
小
学
生
一
四
〇

円
を

一
五

0
円
と
し
、
月
額
概
算
は

中
学
生
二
、
四

0
0円
を
二
、
六

0

0
0円
に
、
小
学
生
二
、

二

0
0円

昭和53年度各会計の予算規模 （単位：千円）

会，it 事項 既定額 3月補正 総 額

一般会計 999,000 △ 1,000 998,000 

国保会計 199,513 △ 14,468 185,045 

特 水道会計 230,900 △ 2,394 228,506 

別 給食会計 35,430 

゜
35,430 

会 車輌会計 8,394 

゜
8,394 

計 住宅会計 8,844 △ 186 8,658 

計 483,081 △ 17,048 466,033 

合 計 1,482,081 △ 18,048 1,464,033 

0
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

へ
の
加
入

0
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
基
金

条
例
の
改
正

中
小
企
業
育
成
振
興
の
た
め
基
金

を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
額
を
二
百

万
円
か
ら
二
百
五
十
万
円
に
増
額
す

る。
な
お
こ
の
条
例
に
関
連
し
て
、
個

人
、
法
人
の
資
金
貸
付
額
は
、
百
万

円
の
限
度
に
な
っ
た
。

0
町
道
路
線
の
認
定

道
路
の
新
設
、
延
長
、
改
良
な
ど

の
施
工
に
よ
っ
て
、
町
道
六
線
と
林

道
六
線
の
認
定
を
し
た
。

を
二
、
四

0
0円
に
四
月
一
日
か
ら

改
め
る
こ
と
に
な
る
。

”
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常
備
消
防
に
関
す
る
事
務
を
共
同

0
昭
和
五
十
四
年
度
予
算

処
理
す
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
こ
山
一
般
会
計

の

組

合

へ

加

入

す

る

。

予

算

総

額

十

一
億
四
千
九
百
万
円

河
辺
村
も
加
入
し
、
こ
の
組
合
の
②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

川
上
支

所

が

設

け

ら

れ

る

。

予

算

総

額

一
億
九
千
百
万
円

③
簡
易
水
道
特
別
会
計

予
算
総
額
一
千
六
百
万
円

山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

予
算
総
額
三
千
五
百
六
十
万
円

①
車
輌
等
運
営
特
別
会
計

予
算
総
額
八
百
九
十
万
円

①
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

予
算
総
額
四
十
七
万

一
千
円

0
昭
和
五
十
三
年
度
補
正
予
算

山

一
般
会
計

農
業
振
興
費
二
四
二
万
円
、
林
業

振
興
費
二
四
三
万
円
な
ど
を
補
正
し
、

計
数
整
理
を
し
た
結
果
、

一
0
0万

円
減
頷
の
予
算
と
な
っ
た
。

②
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

財
政
調
悴
基
金
積
立
金

一
千
万
円

を
計
上
す
る
な
ど
し
、
整
理
し
た
結

果

一
千
四
百
万
円
余
り
の
減
額
予
算

と
な
る
。

③
簡
易
水
道
特
別
会
計

計
数
整
理
し
、

二
四

0
万
円
余
り

の
減
額
予
算
と
な
っ
た
。

山
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

一
八
万
六
千
円
の
減
額
予
算
と
な

っ
た
。 正副議長へ

地方自治功労賞

四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
長
か
ら
、

地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
、
町
議
会
の
堀

川
議
長
（
当
選
五
回
）
、

岩
田
副
議
長
（
当
選

六
回
）
の
両
氏
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
、
こ

の
ほ
ど
表
彰
状
な
ど

の
伝
達
が
議
場
で
行

な
わ
れ
た
。

両
氏
に
対
し
、
心

か
ら
敬
意
と
祝
意
を

表
し
ま
す
。

0
陳
情
事
項

山
宇
和
川
地
区
簡
易
水
道
の
整
備
に

つ
い
て

②
道
野
尾
橋
（
仮
称
）
の
架
橋
に
つ

い
て
宇
和
川
地
区
の
部
落
長
十

一
名
の

連
署
に
よ
る
二
つ
の
陳
情
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
事
業
促
進
を
要
望
す
る

主
旨
の
も
の
。
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地
籍
調
査
が
昭
和
五
十
三
年
度
を

も
っ
て
概
ね
終
了
し
た
こ
と
や
、
新

農
構
事
業
が
本
格
的
に
動
き
始
め
た

こ
と
、
又
、
こ
の
度
完
成
し
た
中
央

簡
易
水
道
の
管
理
強
化
等
の
た
め
、

役
場
の
組
織
が
大
巾
に
変
り
ま
し
た
。

内
容
の
主
な
も
の
は
、
国
土
調
査

課
を
廃
止
し
、

地
籍
調
査
事
務
の

一

部
を
併
せ
持
っ
た
税
務
課
を
新
設
、

従
来
建
設
課
で
担
当
し
て
い
た
農
業

土
木
を
新
農
構
と
合
せ
て
、
新
し
く

出
来
た
農
林
課
の
構
造
改
善
係
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
そ
れ
に
伴
っ
て
商
工
観
光
係

が
企
画
課
へ
移
り
、
建
設
課
に
新
し

く
水
道
係
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

主
任
制
度
も
係
長
制
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

四
月

一
日
の
組
織
の
改
革
に
伴

っ

て
、
二
九
人
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

異
動
後
の
職
員
配
置
、
事
務
分
担

に
つ
い
て
は
、
別
図
（
六
、
七
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
課
長
異
動
ー

（

）

内

は

旧

任
ー

企
画
課
長
（
建
設
課
長
）
上
川
武

男
、
税
務
課
長
（
国
土
調
査
課
長
）

兵
頭
芳
一
、
農
林
課
長
（
産
業
開
発

課
長
）
上
田
治
男
、
建
設
課
長
（
企

画
広
報
課
長
）

森

繁

自
分
の
首
を
し
め
る
不

法

運

転

手

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
5
/
1
1
S
5
/
2
0

し
ゃ
く
な
げ
が
咲
ぎ
、
つ
つ
じ
が
つ
く
、

三
年
前
に
は
こ
れ
程
無
か
っ

咲
く
、
連
休
も
も
う
す
ぐ
と
、
正
に
た
は
ず
だ
が
。
必
要
以
上
に
設
け
ら

春
た
け
な
わ
、
行
楽
の
季
節
で
す
。

れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

心
も
浮
き
／
＼
、
自
然
と
ハ
ン
ド
し
か
し
、
対
向
車
を
無
視
し
て
追

ル
も
軽
く
な
り
ま
す

。

越
し
た
り
、
ス
ピ
—
ド
を
出
し
過
ぎ

春
風
の
中
、
ス
ピ
ー
ド
も
つ
い
つ
て
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
に
事
故

い
六

0
キ
ロ
、
そ
の
時
、
目
の
前
に
を
起
こ
し
た
結
果
が
こ
う
し
て
速
度

お
巡
り
さ
ん
の
姿
。
し
ま

っ
た
／
と

制
限
に
な
り
、
追
越
し
禁
止
に
つ
な

思
っ
た
が
も
う
遅
い
、
制
限
四

0
キ

が

っ

て

い

る

の

で

す

。

ロ
だ
か
ら
二
十
キ
ロ
オ
ー
バ
ー
、
ア
そ
う
し
た
不
法
運
転
手
の
た
め
に

ー
ア
ー
何
ん
で
こ
ん
な
所
に
制
眼
を
善
良
な
運
転
手
が
被
害
（
？
）
に
あ

設
け
る
ん
や
I
.
°

っ
て
い
る
の
で
す
。

五
六
号
線
を
走
っ
て
い
る
と
や
た
町
内
で
も
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド

ら
に
速
度
制
限
、
追
越
禁
止
が
目
に
違
反
等
で
も
つ
か
ま
ら
な
け
れ
ば
違

四
月
一
日
か
ら
新
組
織
に

税
務
課
を
新
た
に
設
置

l
 

a I 

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
県
立
自

然
公
園
を
舞
台
に
咲
き
次
ぐ
サ
ク
ラ
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
‘
ッ
ツ
ジ

で
に
合
わ
せ
て
、
五
月
六

会

ま
日
ま
で
「
花
ま
つ
り
」

大昂文J
I
E
を
行

っ
て
い
ま
す
。

6

鹿
野
川
園
地
と
丸
山

自
ヽ

公
園
の
、
お
よ
そ

一
万

と
月5
 三
千
本
の
ッ

ツ
ジ
が、

の
ま
9

1
 
J

四
月
下
旬
頃
か
ら
咲
き

子

始
め
ま
す
。

親
り

こ
の
『
花
ま
つ
り
」

も
っヒ
期
間
中
は
、
次
の
よ
う

年
まr
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て

合
i

ィ

い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

花まつり期間中の行事予定表

月 日時 間 行事名 場 所

4月21日 10 : 00~ 17. 00 エビネ展示即売会 肱）II分校

22日9 00~ 16: 00 ，， ケ

23日～30日10: 00-17: 00 ク 保養セ ンター

10. 00-16 ・ 00 川柳大会 公民館
4月29日
13 00-15 00 鎮縄神楽公涸 丸山公園

10. 00-15 ・ 00 お茶会 ク^

5月3日
13 00-16 00 親子のど自慢大会 翻 JII園地

土
す

反
で
は
な
い
と
誤

っ
た

考

え

の

者

が

尚

、

こ

の

間

救

急

"n 6
 

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

業

務

は

町

の

救

急

車

/

〉

¥

不
法
行
為
が
あ
れ
ば
取
締
り
が
厳
と
並
行
し
て
実
施
し
一
酪
i

所

～
寺

し
く
な
る
の
は
世
の
条
理
と
い
え
ま
火
災
の
原
因
調
査
や
相

談

9

予

防

業

務

は

大

洲

本

と

相

も

る
汀
汀
〗i
i汀汀
｀
〗゚
e
(〗
汀
0

こ
＿
平
竺
[
〗

し
ょ
う
。

ー

あ

相

各

違
反
の
な
い
、
事
故
の
な
い
行
楽
こ
こ
で
消
防
団
員

期
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

の

皆

さ

ん

に

お

願

い

/

〉

“

◎

ヽ
こ
し
ま
す
が
、
こ

の
常
備
消
防
（
川
上
支
署
）
が
発
足

肱
川
に
も
常
備
消
防
が
；
t

四
月
一
日
発
足
し
ま
し
て
も
、
規
模
の
関
係
上
、
火

大
洲
広
域
消
防
事
務
組
合
へ
の
加
災
等
炭
害
に
は
従
来
通
り
消
防
団
が

入
は
、
予
ね
て
よ
り
計
画
中
で
あ
り

主
役
と
し
て
活
動
い
た
だ
け
な
け
れ

ま
し
た
が
四
月

一
日
付
で
加
入
が
認

，
ば
災
害
に
対
処
す
る
こ
と
は
不
可
能

め

ら

れ

、

い

ょ

（

当

町

に

も

常

備

で

す

。

消
防
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
今
後
も
尚

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

た
。

力
を
お
頻
い
し
ま
す
。

し
か
し
、
発
足
は
し
て
も
、
消
防
（
参
考
）

庁
舎
の
建
設
、
隊
員
の
訓
練
等
で
本
庁
舎
：
・
…
中
野

（国
道
沿
い
）

格
的
に
活
動
す
る
の
は
十
月

一
日

か

隊

員

配

置

…

九

人

ら
に
な
り
ま
す
。

支
署
の
区
域
…
肱
川
町
・
河
辺
村

城
戸
ミ
ツ
ル
さ
ん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

五
月
五
日

九
時

1
一
六
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

担

当

行

政

相

談

委

員

ー
お
誕
生
日
め
で
と
う
ー

ご
ざ
い
ま
す

小

倉

今

井

繁

徳

さ

ん

長

男

政

利

ち

ゃ
ん

下
鹿
野
川
川
上
富
士
雄
さ
ん

長

女

千

栄

ち

ゃ
ん

と

き

0
行
政
相
談

と
こ
ろ

相
談
員
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法
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五
月
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五
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-
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時
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公
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委
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〇
乳
児
健
康
相
談

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

4月25日

5月5日

5月15日

5月25日

担当相談員

山中、楠野

蔵田、都谷

森本、戒野

坂本、兵頭

．五 相談員の自宅相談も受付けます


